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Ⅰ 薬学部の教育目的と特徴 
 
関連施設 薬学部附属薬用植物園 
学生数  441 名（平成 20 年 4 月） 
 
教育目的 
 
 富山大学は，中期目標に大学の基本的な目標として，資料Ａの基本理念を掲げている。 
 
資料Ａ 富山大学の基本理念 
  
 
 
 
                    （出典：国立大学法人富山大学学則第 3 条） 
 
 薬学部ではこの目標を達成するために，学部として基本理念（資料Ｂ，添付資料Ａ）を

定めている。 
 
資料Ｂ 薬学部の基本理念 

 
 
 
 
 
 
 

                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 
 

 薬学部では，平成 16 年の学校教育法の改正により，薬剤師養成のための薬学教育の修業

年限が４年間から６年間に延長されたのを機会に，平成 18 年度に６年制課程の薬学科と４

年制課程の創薬科学科を設置した。薬学部は，上記の理念のもと，薬学教育コアカリキュ

ラムに加えて，それぞれの学科の設置目的に沿った特徴ある教育活動を行い，使命感･創造

力に富み研究心（こころ）を持った人材を育成している。 
また教養教育では，専門を学ぶ前段階としての「基礎学力の向上」および，より一般的

な「知的人間性の育成」の両方を課題とする教育を実施している。 
 

○薬学部の教育の特徴 
１．薬学コアカリキュラム 
 薬学教育の理念（資料Ｃ）を推進するため，薬学科および創薬科学科において，卒業生

の質を全国レベルで保証するために合意された，「薬学教育モデル・コアカリキュラム」

に準じた教育を提供する。さらに，富山県に立地する大学としての特徴，および薬学科と

創薬科学科の特徴を生かした教育科目を加えている。 
 
資料Ｃ 薬学教育の理念 
 
 
 
 
 

 本学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社

会科学分野における特色ある国際水準の教育および研究を行ない，高い使命感と創造

力の有る人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化と人間

社会の調和的発展に寄与することを目的とする。 

薬学は，「ヒトの疾患の予防と治療に有用な薬の開発と製造を目指した研究」，「医

薬品の適正使用のために薬と生体との相互作用を解明する研究」，「環境化学物質な

どの生体への影響に関する研究」などを通じて，人類の健康，福祉，衛生および健全

な社会環境の保全に貢献することを目的とする学問である。このため薬学部では，ラ

イフサイエンス，天然物化学，有機化学，物理化学，医療薬科学などの広範な分野の

研究を行い，社会に貢献できる薬剤師の養成とともに，医療・創薬・生命科学の広い

分野で社会に貢献できる人材育成を推進する。

 近年の新しい医療技術，あるいは医薬品の創成・適用における先端科学技術の進歩

は，信頼される薬剤師，良質な薬学研究者を遅滞無く養成することを薬学教育の現場

に強く求めている。これからの薬剤師や薬学研究者は，現代の国際化，情報化社会に

適応する能力を充分に備え，生涯にわたって自ら進んで研鑽し続ける姿勢を持つ必要

が有る。このような要請に対して，各薬系大学は，薬学教育の質を高め，それを一定
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       （出典：日本薬学会「薬学教育モデル・コアカリキュラム」より抜粋） 
 
２．医療分野の少人数教育 
 薬学科および創薬科学科において，本学を特徴付ける教育科目である「医療学入門」，

「総合薬学演習」を提供し，患者の立場からみた医療，あるいはチーム医療のあり方など

を体験させることや，医薬品を提供する上での問題点を見つけ解決策を考えさせるなど，

医療現場を仮想した実践的な対処方法を学生に経験させている。同じく「和漢医薬学入門」

では本学が目指す東西医療の融合の一環として，漢方医療について講義と実習から理解さ

せている。「医療学入門」と「和漢医薬学入門」は，薬学部，医学部（医学科，看護学科）

の学生が少人数混成グループを組み，体験実習と講義を受講する授業科目である。 
 
３．薬学科における薬剤師の養成 
 臨床実践教育の充実を目指して発足した６年制課程の薬学科では，高度な職能を持ち，

和漢薬を含めた広義な医療分野で活躍できる薬剤師の養成を目的とした教育を行っている

（資料Ｄ）。 
 
資料Ｄ 薬学科の教育の特徴 

 
 
 
 
 
 
 

                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 
 
４．創薬科学科における研究者・技術者の養成 
 薬学科は６年制課程の薬剤師養成課程として発足したが，この課程では薬学部の特徴と

されてきた研究者養成をこれまでと同じように行うことは困難であることが明らかとなっ

た。しかし，依然として産業界からの要請･期待が大きいために，創薬･ライフサイエンス

の関連分野を中心に活躍する研究者･技術者の育成を目的とした４年制課程の創薬科学科

を併設した。この課程では，従来の４年制課程（薬科学科）で行ってきた教育を基礎に，

創薬関連の新たな講義を開講して教育を行っている（資料Ｅ）。 
 
資料Ｅ 創薬科学科の教育の特徴 
 
 
 
 
 
                  （出典：薬学部アドミッションポリシーより抜粋） 

 水準以上に保持するよう努めることにより，社会的責任を果たさなければならない。 

 そのためには，これまで各大学あるいはそれぞれの科目担当教員の裁量に任されてい

た教育内容を，薬学教育全体の視野から見直し，進歩と時代の要請に合わせて厳選する

とともに，「教員主体」から「学習者主体」の教育に編成し直す必要が有る。 

本カリキュラムの基本的な考え方として，①社会のニーズに合った薬剤師，薬学研究

者を養成する，②教員が主体となって，「何を教えるか」を記載するのではなく，学習者

が主体となって，「どこまで到達すべきか」について記載する，③学生の到達度を客観的

に評価できるように配慮する，④基礎薬学教育科目と臨床薬学教育科目との適正なバラ

ンスをとる，⑤実務実習，卒業実習の実習教育科目を充実させる，ことがあげられる。

「薬物治療学」や「薬物代謝学」などの臨床薬学系の必修科目が設けられ，医学部の

教員による，「東洋医学概論」と「人体機能形態学」も必修科目として開講されている。

５年次と６年次には，臨床薬学実習と卒業研究を行う。富山県内の病院（本学附属病院

を含む）および地域薬局で薬剤師実務実習を合わせて５ケ月程度行うとともに，研究課

題を通して新しいことを発見し，科学的根拠に基づいて間題点を解決する能力を修得す

るため卒業研究を行う。６年制課程を卒業すると薬剤師国家試験の受験資格が得られる。

卒業後，さらに大学院に進学し，最先端の臨床薬学や統合医療を学ぶことができる。

 創薬科学科では，「創薬化学」，「先端分子薬学」，「富山のくすり学」などを始

めとする，創薬分野の授業が充実している。「創薬化学」では創薬に必要な最新の専

門知識と技術を学び，「先端分子薬学」では最新のライフサイエンスの研究に基づく，

分子・細胞レベルでの生体と医薬品の関連を学ぶ。さらに，「富山のくすり学」では，

“薬の富山”ならではの地域性を生かした講義を受講できる。 



富山大学薬学部 

－9-4－ 

 ６年制課程の薬学科と４年制課程の創薬科学科で構成される薬学部の教育システムは学

年進行中であり，平成 23 年度に完成する。平成 20 年度までは，これまでの薬科学科の学

生も在籍し，平成 20 年度の一年間は卒業研究を中心に，一月間の薬局及び病院薬局実習を

受ける。これら学生に対しては，病院，薬局，企業，行政などの諸分野で活躍している薬

学部卒業生により，薬に関わる産業，行政，医療の近況を解説する「薬学経済」の聴講が

可能となるようにカリキュラムを改訂するなど，改善した。 
 
○想定される関係者とその期待 
 想定される関係者は，薬学部を希望する受験生，在校生及びその保護者である。それら

の期待を反映すると思われる，入学生へのアンケート調査では，卒業後に薬学科学生は薬

剤師免許を生かせる職場，創薬科学科学生は大学院に進学して研鑽を重ね，研究者・技術

者として働ける職場を希望している（資料Ｆ）。これまでに卒業した学生の６，７割は大学

院に進学しているが，学部卒業者は，調剤薬局，病院，企業，あるいは薬事行政の分野に

進出しているので，それらも想定される関係者と考えられる。 
本学部卒業生が就職した先の関係者へのアンケート調査により抽出された期待に応え

るために，薬学部は，健康，福祉，衛生および健全な社会環境の保全に貢献することを目

的として，基本的な知識，技術，コミュニケーション能力の習得に加えて，倫理性･人間性･

協調性が優れ，後進に対する指導能力を持つ学生の育成を目指している。 
また，薬学関係以外の分野でも活躍する機会があるので，コミュニケーション能力など

の人間性豊かな教育とともに，常に自己啓発に努め，問題点の発見･解決能力の向上に重点

を置いた指導を行っている。 
 
資料Ｆ 薬学部学生の進路希望 

 
（出典：平成 19 年度入学生アンケート調査より抜粋） 

薬学科 創薬科学科
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Ⅱ 分析項目毎の水準の判断 
 
分析項目Ⅰ 教育の実施体制 
（1）観点毎の分析 
観点１－１ 基本的組織の編成 
（観点に係る状況） 

薬学部は，広い視野と高度な職能を持ち和漢薬を含めた広範な東西医療分野で活躍する

薬剤師の育成などを主とする６年制課程の薬学科と，創薬・ライフサイエンスの関連分野

を中心に活躍する研究者・技術者の育成などを主とする４年制課程の創薬科学科の２学科

で構成され，学生定員と現員は資料１－１－１に示すとおりである。 
 

資料１－１－１ 薬学部の構成，学生定員及び現員（平成20.4.1現在） 

（出典：学務部教務グループ統計資料） 
 
教養教育では，学科目担当教員を中心に教養教育教員会議を組織し，人間文化科学，生

命健康科学，自然情報科学の三学科目制の下で知的人間性の育成と専門基礎教育にともに

取り組める責任体制を確立させている（資料１－１－２）。 
 

資料１－１－２ 薬学部の教養教育を担当する教員の構成（平成 20.4.1 現在） 
 教授 准教授 講師 助教 助手 計 
人間文化科学 4 4  8 
生命健康科学 3 3 1  7 
自然情報科学 4 2 2 8 

計 11 9 0 3 0 23 
上記の教員は薬学部と医学部の教養教育を担当する。 

（出典：学務部教務グループ統計資料） 
 

 薬学部の専門教育を担当する専任教員は，資料１－１－３に示したとおりであるが，修

業年限と育成する人材の異なる２つの学科の教育を担保するため，薬学科と創薬科学科の

２つの学科の教育に教員全員が協力して当たる体制を構築している。なお，学校教育法に

よれば，６年制課程（薬学科）と４年制課程（創薬科学科）の２学科の教育に必要な専任

教員数は 30 人であり，そのうち半数以上は原則として教授であることが定められている。

本学部の教員構成は設置基準を満たしている。また，６年制課程（薬学科）の教育のため

に，実務経験を有する教員が少なくとも４名必要であるが，本学部はこの条件も満たして

いる。 
平成 21 年度から，薬学科の学生に実務実習のための５週間の事前学習と，共用試験の

CBT(Computer-Based Testing)と OSCE（Objective Structured Clinical Examination）が開始さ

れる。事前学習の実施とコーディネートに中心的役割を果たすための組織として，「医療

薬学」研究室を平成 17 年９月に新設した（平成 20 年４月１日現在で，教授１名，准教授

１名，助教１名）。また，CBT と OSCE の開始にスムーズに対応できるように準備するた

め，ワーキンググループを設置した。 
 

現員  
入学定員 収容定員

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 
薬学科 55 330 61 57 54 172 
創薬科学科 50 200 56 48 43 147 
(薬科学科) (105)  0 5 8 109 122 

計  105 530 117 110 105 109 441 
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資料１－１－３ 薬学部の専門教育を担当する教員の構成（平成 20.4.1 現在） 
 
 
 
 
 

（出典：学務部教務グループ統計資料） 
 

薬学部の専門教育を担当する専任教員は，医学部の専門教育担当教員と同じ教員組織で

ある医学薬学研究部に所属する。この教員組織の編成の特徴と，薬学部と医学部の学生が

同じ講義・実習等で教育を受ける環境を生かして，薬学部教育と医学部教育の専任教員が

共同で行う授業（医療学入門，和漢医薬学入門）および医学部の専門教育の専任教員が担

当する授業（生理学，免疫学，病原微生物学，東洋医学概論，人体機能形態学など）も薬

学部の学生に提供できる体制を構築している。 
 
観点１－２ 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制 
 （観点に係る状況） 
 医学薬学研究部の薬学系教員は，薬学教育モデル・コアカリキュラムに基づいたシラバ

スを作成し，実務実習モデル・コアカリキュラムに述べられている，望ましい薬剤師像に

沿った系統立てた教育を目指している（資料１－２－１）。さらに，６年制への移行に伴

い，共用試験や実務実習に備え実務経験のある教員を４名配し，「医療薬学」講座を新設

した。 
平成 16 年度の FD（Faculty Development）においては，薬学教育モデル･コアカリキュラ

ムを先進している大学から講師を招き，６年制課程と４年制課程の併設及び長期実務実習

をテーマにワックショップを開催した。17，18 年度は，薬学科学生に課せられる CBT と

OSCE について，本学で実施する上での問題点を討議した。その際に，OSCE のための模

擬調剤室の必要性などが討議された。18，19 年度に室内の整備を実施し，21 年度からの事

前学習に本格使用可能となるように整備を進めている（資料１－２－２）。 
実務実習に入る前に必要な，事前学習と共用試験の実施に向けてワーキンググループを

設置して準備を進め，全国規模で実施されたOSCEミニトライアル（平成19年９月）と CBT
トライアル（平成 19 年 12 月）に参加した（資料１－２－３，１－２－４）。さらに CBT
と OSCE のための研修会などに参加して，21 年度から新たに始まる教育への準備を進める

とともに，教員の資質向上を図っている。 
教養教育に関しては，教養教育教員会議のもとに，教養教育教務委員会，教養教育改善

委員会，点検評価委員会を置き，独自に各種アンケート，FD を実施した（資料１－２－

５）。平成 19 年度には，専門教育担当教員，教養教育担当教員，及び和漢医薬学総合研究

所教員の合同 FD も開催した。この FD では，６年制課程の５及び６年次における和漢薬

関係の講義の増加や，４年制課程の学生に対するキャリア教育の一環としてのインターン

シップの導入など，教育改善に向けての具体的な討論を行った（資料１－２－６）。 
 

 教授 准教授 講師 助教 助手 計 
薬学部 15 11 3 22  51 
(薬剤部) 1 1  1  3 

   計 16 12 3 23 0 54 
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資料１－２－１ 薬学部の授業計画の考え方 

（出典：平成 19 年度薬学部シラバスより抜粋） 
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資料１－２－２ 薬学部 FD の実施 
年度 開催日 参加者 講演と検討課題 
16 16.8.19-20 24 名 「医学教育における統合型カリキュラムの現状，長所と 

問題点」鏡森定信氏（医学部） 
「昭和大学の薬学教育―モデル・コアカリキュラムの導入を 

目指して―」木内祐二氏（昭和大薬） 
「岐阜薬科大学における実務実習事前教育と薬局実習」 
     平野和行氏 
「薬学教育モデル・コアカリキュラムにおける導入･教養教育 

―広島大学での取り組み―」小澤孝一郎氏 
・薬学部の６年制と４＋２年制の併設 
・長期実務実習 

17 17.12.27  34 名 「共用試験の円滑な実施に向けて」入江徹美氏（熊本大） 
・魅力ある６年制 
・魅力ある４年制 
・OSCE の課題と問題点 

18 18.12.25  27 名 ６年制薬学教育カリキュラム 
１．富山大学薬学部の特色としてのカリキュラム 
２．事前学習室整備 
３．研究室配属について 

19 19.9.19  35 名 
和漢医薬

学総合研

究所 6 名

を含む 

・学部生の研究室配属（時期及び配属数等） 
・６年制の５，６年次の講義科目（和漢関係の講義増等） 
・４年制の学生のインターンシップ（時期及び実施体制等） 
・大学院の組織再編（定員及び入試等） 

（出典：薬学部 FD 報告書より抜粋） 
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資料１－２－３ OSCE ミニトライアル 

 

（出典：第１回 OSCE ミニトライアル案内） 
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資料１－２－４ 薬学部 CBT トライアル 

 
（出典：平成 19 年度薬学 CBT トライアル実施報告書） 
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資料１－２－５ 教養教育の教育活動に関するアンケート調査 

 
（出典：教養教育点検評価委員会報告より抜粋） 
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資料１－２－６ 薬学部･和漢総合医薬学研究所合同 FD 

 
（出典：薬学部･和漢総合医薬学研究所合同 FD 実施要項） 

 
（2）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 

期待される水準にある。 
 

（判断理由） 
薬学教育モデル・コアカリキュラムは薬学教育全般について記述され，実務実習モデ

ル・コアカリキュラムは，望ましい薬剤師像を基本として考えられたカリキュラムである。

前者は，薬剤師国家試験受験に限定せずに幅広い薬学分野の教育を基本として考えられた

ものである。したがって，これらのモデル・コアカリキュラムに沿った教育が可能な組織
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が編成されていることが基本的な条件である。本学部の専門教育を専任で担当する教員

の構成は，６年制課程と４年制課程を併設する薬学部の設置基準を満たしている。また，

医学部の専門教育を専任で担当する教員にも薬学部の専門教育の一部を担当してもらって

いる。６年制課程の実務実習に関しては，実務経験を有する教員は必要数を満たしており，

さらに，実務実習のための事前学習の実施とコーディネートを担当する「医療薬学」研究

室を新設した。 
薬学部の教養教育は，23 名の学科目担当教員が中心に担当し，人間文化科学，生命健康

科学と自然情報科学の３学科目制の体制で実施している。 
富山大学全体の FD とは別に，薬学部 FD，薬学部・和漢医薬学総合研究所合同 FD，教

養教育 FD を開催した。薬学部 FD では実務実習と共用試験を中心に検討し，薬学部・和

漢医薬学総合研究所合同 FD では，６年制課程と４年制課程の新たな授業等を中心に検討

し，教養教育 FD では教養教育に関して研究した。FD の成果の例として，OSCE のための

模擬調剤室を設置・整備し，それを利用した OSCE ミニトライアルを実施した。 
 以上から，基本的組織の編成と教育内容・方法の改善に取り組む体制は期待される水準

にあると判断した。 
 
 
分析項目Ⅱ 教育内容 
(1)観点毎の分析 
観点２－１ 教育課程の編成 
（観点に係る状況） 
 本学部は，基本理念の基に，広い視野と高度な職能を持ち和漢薬を含めた広範な東西医

療分野で活躍する薬剤師の育成などを主とする６年制課程の薬学科と，創薬・ライフサイ

エンスの関連分野を中心に活躍する研究者・技術者を育成することを目標に掲げている４

年制課程の創薬科学科から構成されている。 
教養教育では，人間性豊かな医療人を育てるという教育目標に対応した教育を体系的に

行うため，教育課程を人間文化科学・生命健康科学・自然情報科学の三つの系に分類し，

知的人間性の育成から専門基礎知識までの各課題に対応した，多様で体系的なバランスの

良い授業科目の配置を行っている（資料２－１－１）。数学，物理，化学の３科目に関し

ては，習熟度別クラス編成を行い，必要なクラスには通常のクラスの２倍の時間をかけて

授業を行い，基礎学力の底上げを図っている（資料２－１－２） 
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資料２－１－１ 教養科目の配置 
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資料２－１－１（続き） 

 
（出典：「医学部・薬学部の履修科目等について 2007」より抜粋） 
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資料２－１－２ 習熟度クラス編成の授業科目受講者数 
授業科目 平成 18 年度受講者数 平成 19 年度受講者数 

解析学Ａ 29 45 
解析学Ｂ 79 71 
基礎化学Ａ 65 35 
基礎化学Ｂ 45 73 
物理学ⅠＡ 61 60 
物理学ⅠＢ 39 42 

                       （出典：学務部教務グループ統計資料） 
 

 
専門教育は，薬学教育モデル・コアカリキュラムを基にして，カリキュラムを編成して

いる（資料２－１－３）。教育科目は，基礎系と物理系，化学系，生物系，医療系の５つ

に分類し，各系は講義と実習で構成される。基礎系の「医療学入門」と「和漢医薬学入門」

（資料２－１－４）は必修であるが，物理系，化学系，生物系，医療系は，それぞれに必

修と選択科目を配し，何れかの系に偏ることなく，全ての系を学習させるようにしている。

また，３年次後期には，学生がグループ別に特定の医薬品に関して，その発見の歴史，合

成，薬理，臨床応用等を調べて発表する「総合薬学演習」を配している。卒業研究および

大学院での特別研究の際に必須となる英語科学論文を読む能力を習得させるために，３年

次の前期と後期に，５～６人の少人数クラスで実施する専門英語Ⅰ，Ⅱを配している。 
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資料２－１－３ 専門科目の配置 

 
（出典：「医学部・薬学部の履修科目等について 2007」より抜粋） 
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資料２－１－４ 和漢医薬学入門 

 
（出典：薬学部シラバスより抜粋） 
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観点２－２ 学生や社会からの要請への対応 
（観点に係る状況） 
 教養教育では，多様な学生の期待に応えるため，選択科目の充実を図るほか，自然科学

系必修科目においては習熟度別クラス編成を行い，基礎知識の習得が十分に行われるよう

心がけている（資料２－１－２）。外国語科目における TOEFL，TOEIC 等の単位認定や，

CALL（Computer-Assisted Language Learning）による自主学習なども社会的要請に応える目

的で教養教育に取り入れている（資料２－２－１）。そのため，TOEIC-IP テストを平成

19 年２月から実施（年３回の予定）し，課外教育としての TOEIC 講習会を平成 20 年５

月に予定している（資料２－２－２）。また，グローバル化時代に求められる教養，専門教

育に対応するため，ニュージーランドの協定校における海外短期英語研修プログラムを毎

年行っていて，平成 18 年度，19 年度はそれぞれ５および１名が参加した。 
 
資料２－２－１ TOEFL，TOEIC などの成績による単位認定  

 
（出典：「医学部・薬学部の履修科目等について 2007」より抜粋） 



富山大学薬学部 分析項目 II 

－9-20－ 

資料２－２－２ TOEIC-IP テストの実施 

 
 （出典：TOEIC=IP テスト実施案内） 

 
薬学部における薬剤師教育の充実に対する社会の要請に応えるために６年制課程の薬

学科を設置し，創薬・医薬関連企業で活躍できる人材の育成に対する社会からの要請に応

えるために４年制課程の創薬科学科を設置した。 
 薬学科における専門教育では，薬剤師を取り巻く社会のニーズと現状を学生に実体験さ

せるために，新入生に対して，中堅薬剤師として活躍する卒業生が薬剤師の仕事の紹介を

行い，また，新入生の早期体験実習として薬局訪問を行っている。 
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 創薬科学科における専門教育では，新入生に対して，製薬企業等で中堅として活躍する

卒業生により薬学部卒業生の活躍が期待される職業の紹介を行っている。また，新入生の

早期体験実習として，平成 19 年度から製薬会社訪問を実施している。３年次には，製剤学

や薬剤学等に関するプロフェッショナル的見聞を広めるために，県内製薬会社工場におい

て，専門的見地に基づいた工場見学を行い，工場スタッフから専門的講義を受け，キャリ

ア教育の一環としている（資料２－２－３）。さらに，４年次には，薬に関わる産業，行

政，医療の現況を 10 名以上の薬学部卒業生が解説する「薬学経済」を提供している（現在

は，薬科学科の学生に対して開講している）。 
 

資料２－２－３ キャリア教育の実施例 

 

 

 
（出典：薬学部 3 年次生工場見学の案内） 

 
 薬学部の卒業生の主な進路先である病院・調剤薬局の薬剤師，および製薬関連企業から

の要望を教育に反映させ，また，現場のニーズを学生に直接伝えることを目的に，１年次

の「薬学概論」において，薬剤師，製薬企業，その他の分野で中堅として活躍する卒業生

数名が講義を行い，４年次の「薬学経済」では，さらに広い分野で活躍する 10～13 名の卒

業生による講義を行っている（資料２－２－４）。 
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資料２－２－４ 特別講義「薬学経済」日（平成 18 年度） 
№ 開講 演 題  講 師 

1 4.14 
挨拶 
序論（オーリエンテーション）

田村 友一 （財団専務理事，日医工社長） 
石田   貢 （第 58 回卒，財団事務取扱，日医工

取締役）  

2 4.21 
薬学経済：総論 
（国内製薬業界の現状と将来）

飯田 晉一郎 （第 48 回卒，三菱ウェルファーマ 
顧問） 

3 4.28 
研究開発１：概論 
（医療制度と行政への要望） 

濱島 健二 （第 56 回卒，千代田テクノル  
放射免疫治療薬など放射性医薬品

の研究開発担当） 

4 5.12 
研究開発２：物質探索 
（Ｒ＆Ｄとそのコスト） 

成田 弘和 （第 56 回卒，常務執行役研究部門長）

5 5.19 研究開発３：臨床開発 
庄司 孝市 （第 54 回卒，中外製薬執行役員中

外臨床研究センター所長） 

6 5.26 研究開発４：アウトソーシング
勝山   巌 （第 58 回卒，イーエムアイ代表取

締役社長） 

7 6.02 医薬品の承認制度・薬価制度 
瓜生 直樹 （元 三菱ウェルファーマ，現 日医

工取締役社長室医薬開発部門）  

8 6.09 新薬とジェネリック医薬品 中西 憲幸 （第 60 回卒，エーザイ医薬部長） 

9 6.16 
製造販売１：医薬品製造と品質

確保 
野田 和夫 （第 48 回卒，元田辺製薬 監査役）

10 6.23 

製造販売２：医薬品製造と環境

対策 
（エコ製薬企業は栄える－いま

どきのわが国製薬企業の仕事）

柿崎 直和 （第 55 回卒，第一製薬コーポレート

コミニュケーション部環境安全室） 

11 6.30 
製造販売３： 
安全管理（ＧＶＰ）と品質保証

（ＧＱＰ） 

宮本 金夫 （第 60 回卒， イーエムアイ ） 

12 7.07 
製造販売４： 
医薬情報担当者の果たすべき役

割 

市川 隃（すすむ）（第 54 回卒，医薬情報担当者

教育センター） 

13 7.14 
薬事行政の立場から望むこと 
（総合機構の業務紹介）      

牧戸 宏行 （第 54 回卒，医薬品医療機器総合機

構 審査管理部 業務課） 

14 7.21 一薬剤師として望むこと 
柚本 アヤ子 （第 58 回卒，あい薬局 ） 

15 7.28 パネルディスカッション 飯田ほか上記の講師 

（出典：学務部教務グループ統計資料） 
 
 平成 21 年度からは，４年制と６年制の両学科の学生が卒業研究に取り組むことになる。

６年制課程と４年制課程の設置目的が異なるので，それぞれの課程に適切な卒業研究の内

容等について FD で検討した（資料１－２－６）。 
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（2）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 

期待される水準にある。 
 
（判断理由） 

①教育課程の編成 
 薬学部の教育目的は，医療・創薬・生命科学の広い分野で活躍できる人材を育成する

ことであり，そのためには，人間性の涵養と広範囲の自然科学の習得が求められる。 
 教養科目では，人間文化科学と生命健康科学，自然情報科学に分類して，それぞれに

必要な科目を配し，専門基礎科目として基礎学力が要求される科目では習熟度別クラス

編成を行い，基礎学力の底上げを図っている。 
 専門科目では基礎系と物理系，化学系，生物系，医療系に分類して，それぞれに講義

と実習，必修と選択を配している。また，３年次には総合演習科目と，卒業研究と大学

院での特別研究に必須の英語科学論文を読む能力の習得のための授業を配している。 
 
②学生・社会からの要請への対応 
 教養教育では，高校での非習得科目のある学生の期待に応えるため，習熟度別クラス

編成を行い，専門教育へのスムーズな移行を図っている。また，英語の勉学への学生の

主体的取り組みをサポートする体制として，TOEFL，TOEIC 等の単位認定，コンピュー

ターを利用した英語の自主学習，TOEIC-IP テスト，海外英語研修プログラム提供などを

行っている。 
 薬学科の専門教育では，薬剤師教育の充実に対する社会の要請に配慮した教育を実施

し，創薬科学科の専門教育では，製薬企業等からの要請に応え，学生に社会のニーズを

伝える教育を実施している。 
 

以上から，教育内容は，教育課程の編成と学生・社会からの要請への対応の両面にお

いて，期待される水準にあると判断した。 
 
分析項目Ⅲ 教育方法 
（1）観点毎の分析 
観点３－１ 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 
（観点に係る状況） 
  教養教育は，人間文化科学，生命健康科学と自然情報科学の３学科目制とし，自然情

報科学は講義と実験を組合せている（資料２－１－１）。人間文化科学は，自主性・現代

性，個別性に応じた教育を行う観点から，選択と必修科目の中にチュートリアル方式の授

業と少人数セミナー形式の授業を取り入れている。具体的には，「環境と生命」と「運動

と人間」をチュートリアル方式で実施し，人間文化科学セミナーなどでは少人数授業をお

こなっている。また，E-learning の教材を増やし，自己学習による研鑽を勧めている。外国

語教育では，情報機器を活用した CALL システムを取り入れ，学生が個人の能力に応じた

語学学習が出来るようにしている（資料３－１－１）。さらに，平成 20 年度は TOEIC 受

験を創薬科学科の学生を中心に課して，外国語能力の向上を目指している。 
専門教育は，基礎系，物理系，化学系，生物系，医療系に分類し，各系は講義と実習で

構成している。専門教育に位置付ける「専門英語Ⅰ」と「専門英語Ⅱ」は５～６人を１グ

ループとする少人数形式で実施している。 
学生のグループによる自主的学習の 1 つとして３年次後期に「総合薬学演習」を設けて

いる。グループ毎に特定の医薬品をテーマとして取り上げ，その発見の歴史，合成法，薬

理など，全員が分担・協力して調べ，全員の前で発表する（資料３－１－２）。発表会で

は，発表の内容，プレゼンテーションの見やすさ，発表のわかりやすさ，質疑に対する応

答の的確さなどを，聴衆の学生と教員の両者が評価する。３年次後半からは，研究室に配

属し，大半の実験，研究室セミナー，演習などの「卒業研究」が，６名以内の少人数教育



富山大学薬学部 分析項目 III 

－9-24－ 

で行われている。その成果は，全員が一堂に会したポスター発表会の席上で発表される。

教員，学生（３，４年生）及び大学院生による投票により優秀ポスター賞５名を決定し，

卒業式に表彰するとともに掲示して，家族にも勉学の成果を知ってもらっている（資料３

－１－３）。 
 
資料３－１－２ 総合薬学演習発表会 

 
（出典：総合薬学演習発表会開催案内） 
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資料３－１－２ 卒業研究発表会 

 
（出典：卒業研究発表会の案内） 

 
 
観点３－２ 主体的な学習を促す取組 
（観点に係る状況） 

「学習・教育目標」を達成するために必要な授業科目の流れを明確に定め，カリキュラ

ム設定に際して単位の実質化に配慮してきた。 
 授業科目の履修にあたっては，シラバスに授業の位置づけ（目標），達成目標，授業の

詳細な計画，教科書，参考書を記載し，学生の自習を促すとともに，教員のオフィス・ア

ワーとメールアドレスを明記することで，学生は授業時間外であっても受講科目担当教員
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から個別に直接指導を受けることができる仕組みにしている（資料３－２－１）。 
 学生は，土日祝祭日を含め 24 時間，医薬学図書館の利用が可能である。情報処理実習室

（計３室）の内，１室は 24 時間開放しており，１室は 8：00～20：00 の間常時利用可能で

ある。また，残る１室は 8：00～20：00 のうち授業で使用する時間以外は自由に利用でき

る。それぞれの実習室のコンピュータでは開講科目に役立つソフトウェアが利用可能であ

る（資料３－２－２）。また，自己学習に必要な図書を備えたチュートリアル室を３室設

けており，学生は，「総合薬学演習」の自習やグループ学習に使用している。 
 
資料３－２－１ 受講科目担当教員の個別指導 

 
（出典：薬学部シラバスより抜粋） 
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資料３－２－２ 実習室のコンピュータで学生が利用できるソフトウェア 

Machintosh 端末 

中教室 小教室 

 

OS MacOS X 10.4 (Tiger)，iMac 付属ソフトウェア， AppleWorks，

Microsoft Office v.X［Word, Excel, PowerPoint］，JMP，Adobe Photoshop 

Elements 3.0，管理 FileMaker Pro，FireFox，Mozilla，

SymantecAntiVirus，iWork '05，Matlab 14，・AdobeReader，Real Player，

WndowsMediaPlayer，Fetch，FlashPlayer，Adobe SVG Viewer，Fugu，

eclipse，ImageJ，Thunderbird，Xcode，X11，pTex，TeXShop，LaTeX 

Equation Editor  

Windows 端末 

大教室 小教室 

 

OS Windows XP，IME2003，Office 2003 Pro（Word, Excell, PPT)，

MATLAB，JMP 6，MolStudio R4，Adobe Photoshop Elements 3.0，・

FireFox，AdobeReader，FlashPlayer，QuickTimePlayer，ReadOnePlayer，

ShockwavePlayer，ALC NetAcademy，SVG Viewer，WinSCP，

FFFTP， TeraTermPro，秀丸エディタ，Terapad，Lhaca，OpenGL，

Virtual Slide System client，SymantecAntiVirus  
（出典：総合情報基盤センター・ホームページ） 

 
（2）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 
 期待される水準にある。 
 
（判断理由） 
①授業形態 
 教養教育の自然情報科学は講義と実験を組合せ，人間文化科学はチュートリアル方式

と少人数セミナー形式の授業を取り入れている。また，学生が自己学習に取り組むため

の授業も行っている。 
 専門教育では，基礎系，物理系，化学系，生物系，医療系の各系を講義と実習で構成

し，「専門英語Ⅰ」と「専門英語Ⅱ」とは少人数グループによる授業を行っている。ま

た，「総合薬学演習」では学生の自主的学習による授業を行っている。 
 
②主体的な学習 
 学生は，医薬学図書館を 24 時間利用できる。また，情報処理実習室も１室は 24 時間利

用可能である。学生が自己学習やグループ学習に利用できるチュートリアル室を設け，必

要な図書も室内に備えている。 
 シラバスにオフィス・アワーとメールアドレスを明記することで，学生が授業時間以外

でも教員に個別に指導を受けることができる。 
 「総合薬学演習」と「卒業研究」は，学生にとっては自主的学習による学んだ知識・技

術の集大成である。「総合薬学演習」の評価は教員と学生の両方で行うが，評価の平均点

はほぼ同じになっており，他の発表を評価する能力も磨かれていると考える。また「卒業

研究」は，学会発表や学術雑誌に掲載される研究も含まれ，質に関して教員からの評価は

高い。 
 
 以上により，教育方法は期待される水準にあると判断した。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 
（1）観点毎の分析 
観点４－１ 学生が身に付けた学力や資質・能力 
（観点に係る状況） 
 本学部は，「社会に貢献できる薬剤師の養成」とともに，創薬・臨床研究を推進，指導

できる人材養成を教育目標とし，実践している。薬剤師の国家試験の合格率（新卒）は，

平成 17 年度，18 年度，そして 19 年度で，81.73%，84.69％，85.00%であり，国立大学の

中では５位前後の合格率である（資料４－１－１）。 
 
資料４－１－１ 薬剤師国家試験合格者数 

 

中  略 

 

（出典：厚生労働省薬剤師国家試験合格者発表） 
 
 大学院の定員は，薬科学専攻の博士前期で 30 名，臨床薬学専攻の博士前期で 16 名の計

46 名であるが，定員を上回る進学者数があり，平成 17 年度の進学率は 64.4％，平成 18 年

度においては 61.2％の進学率を確保している。就職希望者においては，薬局，病院，その

他において，ずっと 100％の就職率である（資料４－１－２）。 
 在学中の持続的な勉学を促す目的から，「薬学科」と「創薬科学科」（および「薬科学

科」）毎に，各学年の進級基準（習得基準）を定めている（資料４－１－３）。各学年に

おいて習得した科目および単位数が習得基準に達しない場合は，進級することができない

制度を採用している（資料４－１－４）。平成 19 年度でみると，留年者は，２～４年次生

が約 10％で１年次生が約５％であった（資料４－１－５）。 
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資料４－１－２ 薬学部薬科学科卒業生の進路状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 

（ ）内は他大学進学で内数 
（出典：学務部教務グループ統計資料） 

 
 

資料４－１－３ 薬学部薬科学科卒業生の就職状況 
（ ）内は女子で内数 

 

 
（出典：学務部教務グループ統計資料） 

 

卒業年度  卒業者 就 職 進 学 その他 
男 58   13   41   4 
女   50   18   25   7 

 
16 

計   108   31   66(2) 11 
男   57   13   42   2 
女   47   18   25   4 

 
17 

計   104   31   67(2)   6 
男   70   20   47   3 
女   28   18   10   0 

 
18 

計   98   38   57(6)   3 
 総 計 310  100   190(10)   20 

年度 病 院 薬局･流通 製薬会社 その他製造 公務員 計 
16 4(4) 24(12) 1(1) 1(1) 1(0) 31(18) 
17 9(8) 20(10) 1(0) 0 1(0) 31(18) 
18 9(4) 23(10) 3(2) 3(2) 0 38(18) 
計 22(16)  67(32) 5(3) 4(3) 2(0) 100(54) 
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資料４－１－４ 薬学部創薬科学科の進級基準 

 
（出典：「医学部・薬学部の履修科目等について 2007」より抜粋） 

 
資料４－１－４ 各学年留年者，退学者状況 

（出典：学務部教務グループ統計資料） 

年次 学生数 休学 復学 退学 除籍 停学 留年 
1 
事由 

112 2 
進路再考 
病気 

      4 
他大学進学 
進路再考 

    5 

2 
事由 

114    1       1 
試験不正 

 11 

3 109       12 
4 103       10 
計 438     2   1    4   0     1  38 
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観点４－２ 学業の成果に関する学生の評価 
（観点にかかる状況） 
 本学部は，学生に対して授業ごとに授業評価，学習達成度に関するアンケート調査を実

施し，編成した教育課程・授業を通じて，意図する教育の効果があったと学生自身が判断

したかどうかの確認を行っている。学生による授業評価，学習達成度に関するアンケート

では，授業目標の理解・授業紹介の対応，学習に対する学生自身の取り組み，大学・授業

の意図する教育の理解，さらに教員の説明と内容理解度などに関する調査をしている。平

成 18 年度のアンケートでは，各講義科目における学生の参加意識，教育方法，理解度など

を調査している。教養教育および専門教育では，それぞれ理解度のスコアは，５段階評価

において平均 3.4 および 3.2 で，おおむね理解されていると考えられる。また，学習によ

る関心の育成に関してはスコアが 3.5 および 3.6 と，学生の関心を育てる効果をあげてい

る（資料４－２－１，４－２－２）。 
 
資料４－２－１  教養教育授業アンケート 

 
（出典：教養教育授業評価アンケート結果より抜粋） 
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資料４－２－２ 専門教育授業アンケート 

 
（出典：専門教育授業評価アンケート結果より抜粋） 
 

（2）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 
 期待される水準にある。 
 
（判断理由） 
①学生の学力や資質・能力 
 在学中の持続的な勉学を促す目的から学年毎に進級基準を定めているが，各学年の留年

者は約 10％かそれ以下である。薬剤師国家試験（新卒）の合格率は 81％～85％であり，全

国平均を上回り，14 国立大学の中で５位前後を維持している。学部卒業生の６割以上が大

学院に進学するため就職者数は 30 名台であるが，就職率は 100％である。 
 
②学生の評価 
 学生の授業に対する評価は，理解度の平均スコアが教養教育と専門教育でそれぞれ５段

階評価の 3.4 と 3.2 であり，学習の関心の平均スコアが教養教育と専門教育でそれぞれ５



富山大学薬学部 分析項目 V 

－9-33－ 

段階評価の 3.5 と 3.6 であった。 
 
以上から，学業の成果は期待される水準にあると判断した。 
 
分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 
（1）観点毎の分析 
観点５－１ 卒業（修了）後の進路の状況 
（観点に係る状況） 
 最近５年間の資料によると，薬学部を卒業する学生の 30％弱は調剤薬局または病院に就

職し，本大学を含めて修士課程への進学は 65％位で，残りは，公務員，製薬企業などであ

り，100％を維持している（資料４－１－２，５－１－１）。 
資料５－１－１ 薬学部卒業生の就職状況 
 
  

                                                              ( )内は女子で内数 
（出典：学務部教務グループ統計資料） 

 
 
観点５－２ 関係者からの評価 
（観点に係る状況） 
 卒業生を受け入れた就職先からのアンケートでは，知識・技術，後進の指導または倫理

観・人間性については，「非常に良い」または「良い」と評価した企業が７割以上，協調

性・コミュニケーション能力や問題発見・解決能力については６割という結果を得た。総

合判断として，採用して良かったと「強く思う」が 49％，「ややそう思う」が 23％，「普

通」が 15％と，87％の企業から普通以上の評価をいただいた（資料５－２－１）。他の項

目についても評価が高いが，外国語能力についての評価は低いことが問題である。主たる

原因として，薬学部の入学試験に英語を課していないことがあるため，今後の入試科目に

ついて薬学部入試委員会での検討課題となっている。また，個々の学生の外国語学習意欲

を高めるために，TOEIC，TOEFL などの点数に応じた語学の単位認定，CALL システムを

提供している。さらに，TOEIC のキャンパス内テストにあわせて，TOEIC 講習会の開催を

平成 20 年度からは予定している。 
 
資料５－２－１ 就職先の関係者に対するアンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年度 病 院 薬局･流通 製薬会社 その他製造 公務員 計 
16 4(4) 24(12) 1(1) 1(1) 1(0) 31(18) 
17 9(8) 20(10) 1(0) 0 1(0) 31(18) 
18 9(4) 23(10) 3(2) 3(2) 0 38(18) 
計 22(16)  67(32) 5(3) 4(3) 2(0) 100(54) 

平成 19 年度実施 就職先関係者の評価に関するアンケート結果 
質問項目 
１．専門知識及び技術について 
２．外国語の語学力について 
３．コミュニケーション能力について  
４．プレゼンテーション能力について  
５．問題発見･問題解決能力について 
６．協調性及び探求心について 
７．倫理性と人間性について 
８．職務に関する目標設定について  
９．後進の指導について 
１０．採用して良かった。 
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資料５－２－１（続き） 
    回 答 

 
（出典：就職先関係者への評価アンケートより） 
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（2）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 
 期待される水準を上回る。 
 
（判断理由） 
 卒業生の就職率は，ここ数年間は 100%を維持している。また，卒業生の就職先へのア

ンケートの結果は，87％の企業から平均以上（採用してよかった）の評価を得た。以上か

ら，本学部の進路・就職の状況は期待される水準を上回ると判断した。 
 
 
Ⅲ 質の向上度の判断 
事例１ 「就職先関係者の評価」（分析項目Ⅴ） 
大学院進学者を除く就職希望者の就職率が 100％である。また，卒業生の就職先企業のア

ンケート結果から，大半の企業から本学部卒業生を採用して良かったとの評価を得た。以

上から，教育は高い水準を維持していると判断する。 
 
事例２ 「卒業研究発表会」（分析項目Ⅲ） 
 学部学生の学習の集大成である，卒業研究発表会では，ポスターの評価は研究内容・斬

新さ・掲示方法・口頭説明技術などを総合評価して，優れた発表に投票するように指導し

ている。５位までにポスター賞を与え，卒業式当日に表彰しているので，学生のモチベー

ションは高い。 
 
事例３ 「総合薬学演習」（分析項目Ⅲ） 
 ３年次後学期に行う「総合薬学演習」は，グループ学習であるが，成績は発表時の評価

に基づき，グループ全員に同じ成績がつけられることをあらかじめ伝えてあるためか，事

前学習，発表方法，発表演習，そして質疑応答について十分に準備を積んでいる。特に教

員からの質問は専門分野に関することが多く，学生の準備の負担は大きいが，期待に応え

ている。評価の集計は学生と教員と別々にとっているが，評価結果はほとんど同じである

ので，学生の評価能力は向上していると判断している。 
 
事例４ 「新入生の早期体験学習」（分析項目Ⅱ） 
 平成 18 年度から４年制課程の創薬科学科が発足した。設立の目的は，研究者･技術者の

育成である。従来の「早期体験学習」は，薬剤師を目指す学生を主体に考えて薬局訪問と

なっていたため，創薬科学科の設立目的には合致しなかった。そこで平成 19 年度入学生か

ら，薬学科学生には従来通り薬局訪問であるが，創薬科学科の学生は製薬企業の訪問を行

った。学生のレポートには，この訪問で興味を持った意見が多く，モチベーションの醸成

に役だった。 


